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「
江
戸
幕
府
日
記
」
内
に
お
け
る
幕
府
の
役
人
日
記

山
本
　
英
貴
・
関
　
千
賀
子

は
じ
め
に

　

小
稿
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
中
か
ら
江
戸
幕
府
の
役
人
個
人
の
日
記
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、「
同
日

記
」
の
表
紙
と
内
題
と
に
着
目
し
て
そ
の
分
類
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

幕
府
の
役
職
に
関
わ
る
研
究
は
、
次
の
二
つ
の
手
法
に
よ
っ
て
分
析
を
深
め
て
い
っ
た
。
一
つ
は
、
あ
る
役
職
の
就
任
者
を
一
覧

に
し
て
、
在
職
期
間
、
前
任
職
お
よ
び
昇
任
・
転
任
先
な
ど
を
検
討
し
、
そ
の
役
職
の
傾
向
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
手
法
で
あ
る

1

。

も
う
一
つ
は
、
あ
る
役
職
に
関
す
る
法
令
や
就
任
者
の
日
記
な
ど
を
分
析
し
、
特
定
の
時
期
に
お
け
る
役
職
の
組
織
や
職
務
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
手
法
で
あ
る

2

。

　

右
の
分
析
手
法
に
対
し
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
、
あ
る
役
職
が
当
該
期
の
ど
の
よ
う
な
政
治
や
社
会
の
背
景
の
も
と
生
み

出
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
役
職
を
幕
府
政
治
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
手
法
が
主
流
に
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な
っ
た

3

。
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
、
あ
る
役
職
が
職
務
の
遂
行
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
勤
務
の
体
制
を
構
築
し
て
い
た

の
か
、
そ
の
構
造
の
分
析
か
ら
役
職
を
当
該
期
の
幕
府
政
治
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
み
ら
れ
た

4

。
近
年
で
は
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
学
や
古
文
書
学
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
役
職
の
研
究
を
進
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る

5

。

　

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
役
職
に
関
わ
る
研
究
を
深
め
て
い
く
た
め
の
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
研
究

が
進
展
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
役
職
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
の
史
料
を
発
掘
で
き
て
い
な
い

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
に
お
い
て
着
目
し
た
い
の
が
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
江
戸
幕
府
日
記
」
で
あ
る
。

　

現
在
、
老
中
を
始
め
と
す
る
幕
府
の
役
人
の
任
免
や
、
江
戸
城
内
で
日
々
執
り
行
わ
れ
る
儀
式
の
様
子
な
ど
を
記
し
た
日
記
が
各

地
の
所
蔵
機
関
で
保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
お
お
よ
そ
五
〇
〇
冊
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
に
つ
い
て

も
、
上
記
の
日
記
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
館
は
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
名
称
に
関
し
て
、
そ
の
よ
う

な
日
記
を
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
所
蔵
し
て
い
る
幕
府
の
諸
役
所
で
作
成
さ
れ
た
公
務
に
関
す
る
日
記
類
を
便
宜

的
に
示
す
た
め
の
総
称
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る

6

。
す
な
わ
ち
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
と
い
う
表
題
を
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
役
人
の
任
免
や
儀
式
の
様
子
な
ど
を
記
し
た
日
記
と
し
て
一
括
り
に
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
幕
府
の
役

人
個
人
が
記
し
た
日
記
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
稿
で
は
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
と
い
う
表
題
の
付
い
た
お
お
よ
そ
五
〇
〇
冊
の
日
記
の
中
か
ら
幕
府
の
役

人
個
人
の
日
記
を
抽
出
し
、
幕
府
の
役
職
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
の
素
材
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
小
稿
に
お
け
る
史
料
の
分
析
と
叙
述
は
、
す
べ
て
山
本
英
貴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
小
稿
に
対
す
る
責
任
は
、
す
べ
て
山

本
に
あ
る
。
一
方
で
、
関
千
賀
子
氏
に
は
山
本
の
指
示
の
も
と
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
表
紙
や
内
題
に
記
さ
れ
る
情
報
を
整
理
し
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て
も
ら
っ
た
。
小
稿
の
執
筆
は
、
関
氏
の
整
理
し
た
情
報
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
関
氏
に
執
筆
者
の
連
名
に
加
わ
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

第
一
章　

大
沢
秉
哲
日
記
―
西
丸
目
付
・
目
付
―

　

国
立
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
館
所
蔵
の
史
料
を
検
索
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」
が
あ
る
。
上
記
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、
五
八
〇
点
の
デ
ー
タ
が
表

示
さ
れ
る
。
五
八
〇
点
の
う
ち
、
お
お
よ
そ
八
〇
点
は
複
数
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
を
請
求
番
号
で
ま
と
め
て
表
示
し
て
い
る
こ
と

に
関
す
る
説
明
の
デ
ー
タ
な
ど
で
あ
り
、
実
際
に
中
身
を
確
認
で
き
る
「
同
日
記
」
の
デ
ー
タ
は
お
お
よ
そ
五
〇
〇
点
（
冊
）
で
あ

る
。「
江
戸
幕
府
日
記
」
を
閲
覧
し
て
い
く
と
、
表
紙
に
「
御
留
守
居
勤
中
」
と
あ
っ
て
個
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
日
記

な
ど
を
確
認
で
き
る
。
詳
細
は
第
二
章
に
お
い
て
説
明
す
る
が
、
表
紙
に
「
御
留
守
居
勤
中
」
と
あ
る
日
記
を
分
析
す
る
と
、
大
沢

秉
哲
の
日
記
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
お
い
て
「
大
沢
秉
哲
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、
①
「
各
種
日

誌
・
日
記　

大
沢
秉
哲
日
記
」、
②
「
御
側
勤
中
日
記
」、
③
「
御
目
付
衆
大
沢
仁
十
郎
秉
哲
手
留
」、
の
三
点
が
表
示
さ
れ
た
。
①

は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
二
〇
日
か
ら
同
六
年
七
月
二
一
日
ま
で
の
一
冊

7

、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
五
月
八
日
か
ら

同
三
年
一
二
月
晦
日
ま
で
の
一
冊

8

、
安
政
四
年
正
月
元
日
か
ら
同
五
年
一
一
月
二
九
日
ま
で
の
一
冊

9

、
安
政
五
年
一
一
月
晦
日

か
ら
同
六
年
九
月
九
日
ま
で
の
一
冊

10

、
安
政
六
年
九
月
一
〇
日
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
二
九
日
ま
で
の
一
冊

11

、
文
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久
元
年
（
一
八
六
一
）
七
月
朔
日
か
ら
同
二
年
七
月
五

日
ま
で
の
一
冊

12

、
の
合
計
六
冊
か
ら
な
る
。
②
は
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
七
日
か
ら
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
五
月
二
二
日
ま
で
の
一
冊
、
慶
応
元
年

五
月
二
三
日
か
ら
一
〇
月
晦
日
ま
で
の
一
冊
、
慶
応
元

年
一
一
月
朔
日
か
ら
同
二
年
五
月
一
四
日
ま
で
の
一

冊
、
慶
応
二
年
五
月
一
四
日
か
ら
九
月
二
九
日
ま
で
の

一
冊
、
の
合
計
四
冊
か
ら
な
る

13

。
③
は
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
月
晦
日
ま
で
の

一
冊
、
弘
化
五
年
正
月
元
日
か
ら
嘉
永
元
年
一
二
月
二

九
日
ま
で
の
一
冊
、
の
合
計
二
冊
か
ら
な
る

14

。
二
冊

と
も
表
題
で
は
「
手
留
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
①
・
②

と
同
じ
く
日
記
の
形
式
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
①
か
ら

③
は
、
い
ず
れ
も
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
お
い
て
閲
覧
で
き
る
。

　

表
１
は
、
大
沢
秉
哲
の
経
歴
に
つ
い
て
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
表
１
の
在
職
期
間
と
右
の
①
～
③
と
を
対

表１　大沢秉哲経歴
役職 在職期間 通称 諱 出典

 西丸書院番 　　　　　　  ～ 天保  8. 3. 27  仁十郎  定宅  「年」
 徒頭  天保  8. 3. 27 ～ 弘化  2.12.  朔  〃  〃  「年」
 西丸目付  弘化  2.12. 朔 ～ 弘化  4. 8. 10  〃  〃  「年」
 目付  弘化  4. 8. 10 ～ 嘉永  5. 5. 15  〃  〃  「年」
 長崎奉行  嘉永  5. 5. 15 ～ 嘉永  7. 5.  9  豊後守  秉哲  「年」
 小普請奉行  嘉永  7. 5.  9 ～ 安政  4. 2. 24  〃  〃  「年」
 作事奉行  安政  4. 2. 24 ～ 安政  5.11.  晦  〃  〃  「年」
 勘定奉行  安政  5.11. 晦 ～ 安政  6. 9. 10  〃  〃  「年」
 一橋家家老  安政  6. 9. 10 ～ 万延元 . 9.  7  〃  〃  「年」「手」
 大目付  万延元 . 9.  7 ～ 文久  2. 7.  6  〃  〃  「手」
 一橋家家老  文久  2. 7.  6 ～ 文久  3. 7. 10  〃  〃  「手」
 留守居  文久  3. 7. 10 ～ 元治元 . 8.  7  壱岐守  〃  「手」「側」
 側衆  元治元 .    8.  7 ～ 慶応  2.11. 12  筑前守  〃  「側」「江」

 表の作成にあたって利用した史料の出典に関しては下記の通りである。
 「年」：国立国会図書館所蔵「年録」（請求番号は 833-1）。
 「手」：国立公文書館所蔵「手留」（請求番号は 181-0027）。
 「側」：国立公文書館所蔵「御側勤中日記」1（請求番号は 165-0082）。
 「江」：国立公文書館所蔵「江戸幕府日記」（請求番号は 165-0024）。
 諱に関しては、東京大学史料編纂所編『柳営補任』を参照した。
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応
さ
せ
る
と
、
①
は
、
大
沢
の
長
崎
奉
行
・
小
普
請
奉
行
・
作
事
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
一
橋
家
家
老
・
大
目
付
の
各
職
に
在
職
中
の

日
記
に
な
る
。
②
は
大
沢
の
側
衆
在
職
中
の
日
記
で
あ
り
、
③
は
大
沢
の
目
付
在
職
中
の
日
記
で
あ
る
。     

　

と
こ
ろ
で
、
国
立
公
文
書
館
に
は
、
一
六
五
‐
〇
〇
八
四
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
七
冊
あ
る
。

同
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
、
各
冊
の
収
録
期
間
は
、
Ａ
が
弘
化
二
年
一
二
月
か
ら
同
三
年
一
二
月
ま
で
、
Ｂ
が
弘
化
四
年
一

月
か
ら
同
年
八
月
ま
で
、
Ｃ
が
嘉
永
二
年
一
月
か
ら
同
三
年
一
二
月
ま
で
、
Ｄ
が
嘉
永
四
年
一
月
か
ら
同
五
年
五
月
ま
で
、
Ｅ
が
万

延
元
年
九
月
か
ら
文
久
元
年
六
月
ま
で
、
Ｆ
が
文
久
三
年
七
月
か
ら
元
治
元
年
五
月
ま
で
、
Ｇ
が
年
代
不
明
、
に
な
る
。
Ａ
か
ら
Ｇ

は
、
い
ず
れ
も
日
記
の
冒
頭
に
主
要
な
記
事
の
目
次
が
記
載
さ
れ
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
示
さ
れ
る
他
の
日
記

類
と
記
載
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
Ａ
か
ら
Ｇ
は
、「
大
沢
秉
哲
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
も
表
示
さ
れ
な
い
が
、
い
ず
れ

も
大
沢
秉
哲
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。
以
下
、
Ａ
か
ら
Ｇ
の
う
ち
、
大
沢
が
通
称
を
仁
十
郎
、
諱
を
定
宅
と
し
た
時
期
に
該
当
す
る

Ａ
か
ら
Ｄ
に
関
し
て
（
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
）、
大
沢
の
日
記
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

Ａ
に
つ
い
て
、
弘
化
二
年
一
二
月
朔
日
条
に
「
於　

御
座
之
間
ニ
、
西
丸
御
目
付
三
宅
市
右
衛
門
跡
を
被　

仰
付
」15

と
の
一
節

が
あ
る
。「
年
録
」16

同
日
条
に
よ
れ
ば
、
三
宅
市
右
衛
門
康
済
の
後
任
と
し
て
西
丸
目
付
に
就
任
し
た
の
は
大
沢
定
宅
（
秉
哲
）
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
の
一
二
月
二
日
条
に
「
見
習
儀
ニ
付
本
番
十
郎
兵
衛
殿
同
道
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
そ
し
て
、
九
日
条
か
ら

「
仁
十
郎
・
内
蔵
頭
」
の
よ
う
に
、
当
番
の
通
称
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
番
に
関
し
て
は
、
一
〇
日
条
「
十
郎
兵
衛
・
真

之
丞
」、
一
一
日
条
「
中
務
少
輔
・
甲
子
二
郎
」
と
続
き
、
一
二
日
条
で
「
内
蔵
頭
・
仁
十
郎
」
に
戻
っ
て
く
る
。
以
上
の
通
称
に

関
し
て
、
十
郎
兵
衛
は
松
平
穀
實
、
仁
十
郎
は
大
沢
定
宅
、
内
蔵
頭
は
林
元
賓
、
真
之
丞
は
永
井
直
、
中
務
少
輔
は
戸
川
安
鎮
、
甲

子
二
郎
は
水
野
忠
篤
の
こ
と
を
指
し
、
上
記
の
六
名
が
弘
化
二
年
一
二
月
に
就
任
し
て
い
た
の
は
西
丸
目
付
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、



－ 76 －

西
丸
目
付
へ
の
就
任
や
見
習
の
件
な
ど
大
沢
を
主
体
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
は
大
沢
の
西
丸
目
付
在
職
中
の
日
記
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。

　

Ｂ
に
つ
い
て
、
表
紙
に
「
弘
化
四
丁
未
年
従
正
月
」
と
あ
り
、
正
月
朔
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
記
事
を
収
録
す
る
。
Ｂ
の
各
日

条
に
は
、
Ａ
と
同
じ
く
当
番
の
通
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
八
月
六
日
条
「
十
郎
兵
衛
・
仁
十
郎
」、
七
日
条
「
上

野
介
・
真
之
丞
」、
八
日
条
「
内
蔵
頭
・
甚
兵
衛
」
と
続
き
、
九
日
条
で
「
仁
十
郎
・
十
郎
兵
衛
」
に
戻
っ
て
く
る
。
以
上
の
通
称

に
関
し
て
、
十
郎
兵
衛
は
松
平
穀
實
、
仁
十
郎
は
大
沢
秉
哲
、
上
野
介
は
松
平
乗
利
、
真
之
丞
は
永
井
直
、
内
蔵
頭
は
林
元
賓
、
甚

兵
衛
は
長
谷
川
清
福
の
こ
と
を
指
し
、
上
記
の
六
名
が
弘
化
四
年
八
月
に
就
任
し
て
い
た
の
は
西
丸
目
付
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｂ

の
八
月
九
日
条
に
「
七
ツ
時
過
辰
右
衛
門
、
右
京
殿
ゟ
明
十
日
五
半
時　
　

御
本
丸
へ
登　

城
候
様
御
連
名
御
切
紙
御
留
守
へ
至
来

持
参
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
丸
若
年
寄
の
酒
井
右
京
亮
忠
眦
が
Ｂ
の
筆
者
宅
に
、
八
月
一
〇
日
の
「
五
半
時
」（
午
前
九
時
）

に
江
戸
城
本
丸
へ
登
城
す
る
よ
う
記
し
た
西
丸
若
年
寄
連
名
の
切
紙
を
送
り
、
辰
右
衛
門
が
そ
の
切
紙
を
Ｂ
の
筆
者
の
も
と
へ
持
参

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
沢
秉
哲
の
目
付
在
職
中
の
日
記

17

（
前
掲
③
を
参
照
さ
れ
た
い
）
か
ら
、
大
沢
が
目
付
に
就
任
し

た
弘
化
四
年
八
月
一
〇
日
条
を
み
る
と
、「
七
ツ
時
過
、
西
丸
御
連
名
御
切
紙
至
来
之
由
、
辰
右
衛
門
下
部
屋
迄
持
参
、
今
日
五
半

時
御
本
丸
登　

城
可
仕
段
ニ
付
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
こ
の
一
節
か
ら
、
八
月
九
日
・
一
〇
日
の
両
条
は
同
様
の
内
容
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
辰
右
衛
門
に
関
し
て
、
両
日
記
と
も
に
敬
称
を
付
け
て
お
ら
ず
、
西
丸
若
年
寄
連
名
の
切
紙
を
大
沢
の
も

と
に
届
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
沢
の
家
来
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
沢
の
用
人
に
一
木
辰
右
衛
門
と
い
う
者
が
存
在
し
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

18

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
に
つ
い
て
も
大
沢
の
西
丸
目
付
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

Ｃ
に
つ
い
て
、
最
初
に
嘉
永
二
年
正
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、
各
月
に
お
け
る
老
中
・
若
年
寄
・
西
丸
若
年
寄
・
西
丸
目
付
の
月
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番
、
お
よ
び
目
付
の
評
定
番
と
目
付
三
名
の
通
称
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
日
記
の
日
付
を
み
る
と
、
日
々
「
本
中
・
加

甚
」（
九
月
朔
日
条
）
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
上
記
に
お
い
て
、「
本
」
は
目
付
の
本
番
、「
加
」
は
目
付
の
加
番
の
こ
と
を
指
し
、

「
中
」
や
「
甚
」
は
目
付
の
通
称
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
嘉
永
二
年
九
月
一
日
に
お
け
る
目
付
の
本
番
は
戸
川
中
務
少
輔
安
鎮
、
加

番
は
長
谷
川
甚
兵
衛
清
福
と
な
る
。
ま
た
、
Ｃ
の
中
ほ
ど
に
は
嘉
永
三
年
正
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、
各
月
に
お
け
る
老
中
・
若
年

寄
・
西
丸
若
年
寄
・
西
丸
目
付
の
月
番
、
お
よ
び
目
付
の
評
定
番
と
目
付
三
名
の
通
称
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
嘉
永

三
年
に
お
け
る
主
要
な
記
事
の
目
次
が
あ
り
、「
御
修
復
奉
行
被
仰
付
、
十
月
四
日
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
し
て
、
嘉
永
三
年

一
〇
月
三
日
条
に
「
自
分
儀
明
四
日
四
ツ
時
登　

城
可
仕
旨
」
と
あ
り
、
翌
四
日
条
に
「
日
光　

御
宮
御
修
復
之
奉
行
被
仰
付
候

段
、
伊（

松
平
忠
優
）

賀
守
殿
被
仰
渡
候
」
と
の
一
節
が
あ
る
。「
柳
営
日
次
記
」19

嘉
永
三
年
一
〇
月
四
日
条
を
み
る
と
、
目
付
大
沢
定
宅
は
同
役

戸
田
能
登
守
氏
著
の
代
わ
り
に
日
光
御
宮
の
修
復
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
Ｃ
は
大
沢
の
目

付
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

Ｄ
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
嘉
永
四
年
正
月
か
ら
九
月
ま
で
、
各
月
に
お
け
る
老
中
・
若
年
寄
・
西
丸
若
年
寄
・
西
丸
目
付
の
月

番
、
お
よ
び
目
付
の
評
定
番
と
目
付
三
名
の
通
称
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
嘉
永
四
年
・
同
五
年
に
お
け
る
主
要
な
記
事

の
目
次
が
あ
る
。
日
記
の
日
付
の
と
こ
ろ
に
は
、
当
日
の
目
付
の
加
番
と
本
番
の
通
称
が
記
載
さ
れ
、
Ｃ
と
同
じ
く
目
付
の
日
記
と

判
断
で
き
る
。
ま
た
、
嘉
永
四
年
の
目
次
に
「
拝
領
物　

五
月
十
六
日
」
と
あ
る
。
同
年
五
月
一
六
日
条
に
よ
る
と
、「
自
分
」
は
、

日
光
御
宮
の
修
復
御
用
に
よ
り
金
五
枚
を
与
え
ら
れ
、
修
復
御
用
に
尽
力
し
た
と
の
理
由
で
別
に
金
二
枚
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「
柳
営
日
次
記
」
同
日
条
を
み
る
と
、「
自
分
」
に
該
当
す
る
の
は
大
沢
定
宅
し
か
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
Ｄ
も
、
Ｃ
と
同
じ
く
大
沢
の

目
付
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。
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第
二
章　

大
沢
秉
哲
日
記
―
大
目
付
・
留
守
居
・
一
橋
家
家
老
―

　

第
一
章
に
引
き
続
き
、
一
六
五-

〇
〇
八
四
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
Ｅ
か
ら
Ｇ
に
関
し
て
、
大
沢

秉
哲
の
日
記
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

Ｅ
に
つ
い
て
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
七
日
条
に
よ
る
と
、
日
記
の
筆
者
は
大
目
付
に
任
じ
ら
れ
、
老
中
本
多
美
濃
守
忠

民
か
ら
「
勤
候
内
、
只
今
迄
公
儀
ゟ
被
下
候
千
俵
其
侭
被
下
之
」
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。「
手
留
」20

同
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、

大
目
付
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
大
沢
豊
後
守
秉
哲
の
み
で
あ
り
、
大
沢
に
上
記
と
同
様
の
趣
旨
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
。
ま
た
、『
柳
営
補
任
』21

の
大
目
付
の
項
目
を
み
る
と
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
〇
月
一
六
日
、
伊
澤
美
作
守
政
義
は
宗

門
改
を
掛
と
し
て
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
万
延
元
年
一
二
月
二
五
日
に
は
、
平
賀
駿
河
守
勝
足
が
道
中
奉
行
、
大
沢
が
日
記

掛
、
山
口
丹
後
守
直
信
が
分
限
帳
改
、
駒
井
山
城
守
朝
温
が
鉄
砲
改
、
を
掛
と
し
て
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
大
目
付
に
よ
る
掛
の
兼
任
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
の
万
延
元
年
一
二
月
二
五
日
条
に
、「
作
州
（
割
書
）「
宗
門
人
別
」、
駿
州
道
中

人
別
、
自
分
御
日
記
、
丹
州
服
忌
分
限
、
城
州
鉄
砲
指
物
、
右
懸
り
々
被
仰
付
候
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
大
目
付
へ
の
就
任
日
お
よ

び
掛
の
兼
任
日
か
ら
、
Ｅ
は
大
沢
の
大
目
付
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

Ｆ
に
つ
い
て
、
表
紙
に
「
御
留
守
居
勤
中
」
と
あ
り
、
目
次
に
「
当
御
役　

七
月
十
日
」
と
あ
る
。
日
記
の
つ
け
始
め
と
な
る
文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
一
〇
日
条
を
み
る
と
、「
本
庄
宮
内
少
輔
始
向
々
御
役
替
有
之
、
跡
御
役
酒
井
安（

マ
マ
）房
守
被
仰
付
候
」
と

の
一
節
が
あ
る
。
こ
の
一
節
を
「
手
留
」22

同
日
条
と
対
応
さ
せ
る
と
、
大
番
頭
の
本
庄
宮
内
少
輔
道
美
が
松
平
丹
後
守
信
進
の
後
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任
と
し
て
二
条
定
番
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
始
め
、
諸
方
面
で
役
替
が
あ
っ
た
、
自
分
（
大
沢
秉
哲
）
は
酒
井
肥
前
守
忠
礼
の
後
任
と

し
て
留
守
居
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
、
文
久
三
年
七
月
一
〇
日
条
に
「
明
駿
州　

当
泊
播
州
」
と
あ
り
、
以

下
、
一
一
日
条
「
明
播
州　

当
泊
石
州
」、
一
二
日
条
「
明
石
州
、
当
泊
駿
州
」
と
あ
る
。
一
三
日
条
に
は
「
明
駿
州　

当
泊
播
州
」

や
「
明
日
初
当
番
ニ
付
」、
一
四
日
条
に
は
「
明
播
州　

当
泊
豊
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
通
称
に
関
し
て
、
駿
州
は
平

賀
駿
河
守
勝
足
、
播
州
は
戸
川
播
磨
守
安
清
、
石
州
は
久
永
石
見
守
章
誉
、
豊
は
大
沢
豊
後
守
秉
哲
に
該
当
し
、
上
記
の
四
名
が
文

久
三
年
七
月
に
就
任
し
て
い
た
の
は
留
守
居
で
あ
っ
た
。
留
守
居
へ
の
就
任
日
お
よ
び
「
明
日
初
当
番
」
の
記
載
か
ら
、
Ｆ
は
大
沢

の
留
守
居
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

Ｇ
に
つ
い
て
、
表
紙
に
年
代
が
な
く
、
国
立
公
文
書
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
年
代
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
は
、
八
月
朔
日
か

ら
九
月
六
日
ま
で
の
記
事
を
収
録
す
る
。
そ
し
て
、
目
次
に
「
水
戸
前
中
納
言
殿
逝
去
ニ
付　

御
忌
御
届　

八
月
廿
七
日
」
と
あ

り
、
八
月
二
七
日
条
に
「
水
戸
前
中
納
言
殿
逝
去
ニ
付
普
請
者
今
日
一
日
、
鳴
物
者
七
日
停
止
候
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
条
に
関
し
て

は
、『
江
戸
町
触
集
成
』
収
録
の
万
延
元
年
八
月
二
七
日
の
町
触
で
確
認
で
き

23

、
水
戸
前
中
納
言
は
水
戸
藩
徳
川
家
の
九
代
当
主

斉
昭
と
特
定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｇ
の
目
次
に
「
刑
部
卿
殿
御
慎
御
免　

九
月
四
日
」
と
あ
り
、
九
月
四
日
条
に
目
次
に
関
わ
る
記
事
が
あ
る
。
長
文
で

は
あ
る
が
、
Ｇ
の
筆
者
と
そ
の
年
代
を
特
定
す
る
た
め
に
、
該
当
の
記
事
に
つ
い
て
全
文
を
掲
示
の
う
え
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
前
略
）

　
　

一�

自
分
退
出
後
、
中①

村
又（
奥
右
筆
）

兵
衛
ゟ
此
方
両
人
へ
御
達
事
有
之
間
両
人
出
候
様
申
聞
候
得
者
、
退
出
後
ニ
付
呼
上
之
儀
相
断
、
其

段
自
分
へ
自
書
ニ
て
申
来
り
候
ニ
付
、
同
役
登　

城
中
ニ
候
ハ
ヽ
西
丸
へ
出
、
御
用
済
候
ハ
ヽ
御
屋
形
へ
直
出
候
様
成
度
、
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八
小
半
廻
り
位
承
知
、
夫②

ゟ
供
申
付
八
半
時
前
過
出
宅
之
処
、
竹
橋
外
ニ
て
同
役
退
出
ニ
行
合
御
屋
形
へ
廻
り
候
処
、
河
野

豊（
田
安
家
家
老
、通
訓
）

州
御
門
前
ニ
て
落
合
申
候
、
右
御
城
之
方
自
分
御
退
出
ニ
間
ニ
兼
可
申
ニ
而
、
詰③

合
河
野
豊
州
名
代
、　

御
膳
廊
下

へ
御
老
中
御
列
座
、
御
用
番
美

（
老
中
、本
多
忠
民
）

濃
守
殿
同
役
へ
被
仰
渡
壱
通
御
渡
し
、
猶
別
紙
一
通
渡
し
有
之
、
御
用
懸
河
（
奏
者
番
、井
上
正
直
）

内
守
殿
へ

為
御
見
セ
申
候
、

能
④（
一
橋
家
家
老
、戸
田
氏
著
）

州

持
参
有
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
刑（
一
橋
慶
喜
）

部
卿
殿

先
達
而
御
隠
居
・
御
慎
被　

仰
出
候
処
、
出
格
之　
　

思
召
を
以
御
慎
御
免
被　

仰
出
候
、

　
　
　
　
　

一
橋
附
家
老
衆
江

　

　
　

刑
部
卿
殿
御
事
、
御
慎
御
免
被　

仰
出
候
得
共
、
御
親
族
方
其
外
他
ゟ
御
面
会
又
者
御
文
書
御
往
復
等
之
儀
、
都
而
御
遠
慮
被

至
し
候
様
ニ
与
之　
　

御
内
沙
汰
ニ
候
、
尤
無
御
餘
儀
事
者
兼
而
被
仰
付
候
様
可
被
成
候
、
此
段
可
被
申
上
候
、

一�

右⑤

之
品
ニ
付
、
出
仕
之
上
御
直
申
上
候
儀
ニ
付
、
御
逢
之
儀
源
（
一
橋
家
用
人
、石
川
）

兵
衛
を
以
申
上
候
処
、
直
ニ
御
程
合
ニ
付
三
人
共
罷
出
、

今⑥

日
私
加
登　

城
仕
、
退
散
後
御
用
之
儀
ニ
付
両
人
共
出
候
様
之
処
、
私
帰
宅
仕
候
間
、
呼
上
同
役
ゟ
申
越
候
へ
共
間
ニ
合

兼
、
名
代
豊
前
守
罷
出
候
処
、
御⑦

膳
建
御
廊
下
へ
御
老
中
列
座
仕
、
美
濃
守
ゟ
申
渡
之
上
、
書
付
相
渡
申
上
候
様
ニ
と
相
渡

候
間
と
申
、
差⑧

上
候
処
、
御
覧
之
上
難
有
思
召
候
、
右
者
御
朦
中
之
儀
ニ
付
御
礼
ハ
御
忌
明
之
上
可
為
候
、
右
申
上
候
段
美
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濃
守
へ
罷
越
申
達
候
事
と
申
上
引
、

（
後
略
）

　

こ
の
他
、『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』24

万
延
元
年
九
月
四
日
条
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

四
日　

�
家
老
大
澤
秉
哲
・
戸
田
氏
著
登
城
し
、
西⑨

丸
御
膳
建
廊
下
に
於
て
、
老
中
列
座
、
月
番
老
中
本
多
忠
民
よ
り
、
慶
喜
の

慎
を
免
ず
る
旨
申
渡
さ
る
。
但
、
親
族
そ
の
他
と
の
面
会
、
文
書
往
復
は
遠
慮
を
命
ぜ
ざ
る
。
両⑩

家
老
右
筆
中
村
又
兵

衛
よ
り
覚
書
を
受
取
り
、
田⑪

安
家
老
河
野
通
訓
同
道
帰
邸
し
、
こ
の
旨
慶
喜
に
伝
達
す
。

　

Ｇ
お
よ
び
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』
の
万
延
元
年
九
月
四
日
条
を
み
る
と
、
傍
線
部
①
・
⑩
か
ら
、
奥
右
筆
の
中
村
又
兵
衛
か
ら

用
事
が
あ
る
の
で
来
る
よ
う
に
連
絡
を
受
け
た
Ｇ
の
筆
者
は
、
一
橋
家
家
老
の
大
沢
豊
後
守
秉
哲
あ
る
い
は
戸
田
能
登
守
氏
著
で

あ
っ
た
。
し
か
し
⑥
の
よ
う
に
、
Ｇ
の
筆
者
は
江
戸
城
か
ら
自
宅
に
帰
宅
し
て
い
た
た
め
、
田
安
家
家
老
の
河
野
豊
前
守
通
訓
に
名

代
と
し
て
用
事
を
務
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
③
・
⑦
・
⑨
の
ご
と
く
、
Ｇ
の
筆
者
の
名
代
河
野
お
よ
び
同
役
（
大

沢
ま
た
は
戸
田
）
は
、
江
戸
城
西
丸
の
御
膳
建
廊
下
に
お
い
て
老
中
列
座
の
も
と
、
月
番
老
中
の
本
多
美
濃
守
忠
民
か
ら
申
し
渡
し

を
う
け
、
そ
れ
に
関
す
る
文
書
二
通
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

二
通
の
文
書
に
関
し
て
、
一
通
は
徳
川
（
一
橋
）
刑
部
卿
慶
喜
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
隠
居
・
謹
慎
を
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
一

橋
慶
喜
に
つ
い
て
、
一
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
「
思
召
」
に
よ
っ
て
謹
慎
が
解
か
れ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
も
う
一
通
は
一
橋
家
家

老
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
慶
喜
の
謹
慎
を
解
い
た
が
、
他
者
と
の
面
会
お
よ
び
文
書
の
往
復
に
つ
い
て
認
め
な
い
旨
を
記
し
て
い

る
。
慶
喜
宛
の
文
書
に
つ
い
て
は
、『
続
徳
川
実
紀
』25

万
延
元
年
九
月
五
日
条
に
お
い
て
同
様
の
内
容
を
確
認
で
き
る
。『
江
戸
町

触
集
成
』・『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』・『
続
徳
川
実
紀
』
と
の
突
き
合
わ
せ
に
よ
り
、
Ｇ
は
万
延
元
年
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。
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ま
た
、
傍
線
部
②
・
④
・

⑤
・
⑧
・
⑪
か
ら
、
一
橋
家
家

老
の
Ｇ
の
筆
者
は
江
戸
城
の
竹

橋
門
外
に
お
い
て
同
役
と
出
く

わ
し
、
一
橋
家
屋
敷
の
門
前
に

お
い
て
田
安
家
家
老
の
河
野
通

訓
と
合
流
し
た
。
Ｇ
の
筆
者
、

そ
の
同
役
お
よ
び
河
野
の
三
名

は
、
一
橋
家
用
人
の
石
川
源
兵

衛
を
通
じ
て
一
橋
慶
喜
に
面
談

を
申
し
入
れ
、
慶
喜
と
対
面
し

た
。
そ
し
て
、
一
橋
家
家
老
の

戸
田
能
登
守
氏
著
が
持
参
し
た

文
書
二
通
を
慶
喜
に
渡
し
、
月

番
老
中
の
本
多
忠
民
の
申
し
渡

し
を
伝
え
、
慶
喜
か
ら
「
難
有

思
召
」
と
の
考
え
を
聞
い
て
い

表２　大沢秉哲日記
役職 期間 出典 請求番号 江

 西丸目付  弘化 2.12.  朔  ～ 弘化 3.12.  29  「江」  165 ‐ 0084 Ａ
 〃  弘化 4. 正. 朔  ～ 弘化 4. 8.  9  〃  165 ‐ 0084 Ｂ
 目付  弘化 4. 8.  10  ～ 弘化 4.12. 晦  「御目付」  181 ‐ 0026
 〃  弘化 5. 正. 元  ～ 嘉永元.12. 29  〃  181 ‐ 0026
 〃  嘉永 2. 正. 元  ～ 嘉永 3.12. 晦  「江」  165 ‐ 0084 Ｃ
 〃  嘉永 4. 正. 朔  ～ 嘉永 5. 5.  11  〃  165 ‐ 0084 Ｄ
 長崎奉行  嘉永 5. 9.  20  ～ 嘉永 6. 7.  21  「各種」  誌 00100100
 小普請奉行  安政元. 5.   8  ～ 安政 3.12.  30  〃  誌 00101100
 小普請奉行 
 作事奉行  安政 4. 1.   1  ～ 安政 5.11.  29  〃  誌 00102100

 勘定奉行  安政 5.11.  晦  ～ 安政 6. 9.   9  〃  誌 00103100
 一橋家家老  安政 6. 9.  10   ～ 万延元. 7.  29  〃  誌 00104100
 〃  万延元. 8.  朔   ～ 万延元. 9.   6  「江」  165 ‐ 0084 Ｇ
 大目付  万延元. 9.   6  ～ 文久元. 6.  29  〃  165 ‐ 0084 Ｅ
 〃  文久元. 7.  朔   ～ 文久 2. 7.   5  「各種」  誌 00105100
 留守居  文久 3. 7.  10  ～ 元治元. 5.  21  「江」  165 ‐ 0084 Ｆ
 側衆  元治元. 8.   7  ～ 慶応元. 5.  22  「御側」  165 ‐ 0082
 〃  慶応元. 5.  23  ～ 慶応元.10.  晦  〃  165 ‐ 0082
 〃  慶応元.11.  朔  ～ 慶応 2. 5.  14  〃  165 ‐ 0082
 〃  慶応 2. 5.  14  ～ 慶応 2. 9.  29  〃  165 ‐ 0082

「出典」の項目に記した「江」・「御目付」・「各種」・「御側」は以下の史料の略
称である。

「江」：「江戸幕府日記」。
「御目付」：「御目付衆大沢仁十郎秉哲手留」。
「各種」：「各種日誌・日記　大沢秉哲日記」。
「御側」：「御側勤中日記」。
「江」の項目に関して、A ～ D は第 1 章、E ～ G は第 2 章で内容を説明している。
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る
。
す
な
わ
ち
、
月
番
老
中
の
本
多
か
ら
申
し
渡
し
を
う
け
、
書
付
二
通
を
渡
さ
れ
た
同
役
は
戸
田
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｇ
は
、

大
沢
秉
哲
の
一
橋
家
家
老
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
、
第
一
章
・
第
二
章
で
の
検
討
に
お
い
て
、
一
六
五-

〇
〇
八
四
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
七

冊
が
大
沢
秉
哲
の
日
記
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
成
果
と
既
知
の
大
沢
の
日
記
と
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
表
２
の
よ
う

に
整
理
で
き
る
。
表
２
に
よ
れ
ば
、
大
沢
を
通
じ
て
西
丸
目
付
と
目
付
と
の
勤
務
の
形
態
や
内
容
に
つ
い
て
の
類
似
点
と
相
違
点
、

お
よ
び
約
五
年
間
に
わ
た
る
目
付
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
大
沢
の
小
普
請
奉
行
就
任
か
ら
側

衆
離
任
に
至
る
期
間
の
日
記
が
お
お
よ
そ
欠
け
ず
に
残
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
た
大
沢
と
い
う
存
在
を
通
じ

て
、
幕
末
期
の
幕
府
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
も
可
能
に
な
る
。     

第
三
章　

老
中
日
記
・
若
年
寄
日
記
・
行
事
日
記

　
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
中
に
は
、
大
沢
秉
哲
の
日
記
以
外
に
も
幕
府
の
役
人
に
よ
る
日
記
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
特
定
の
行
事
に

つ
い
て
記
し
た
日
記
も
あ
る
。
本
章
で
は
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
表
題
を
付
け
ら
れ
て
い
る
日
記
の
う
ち
、
幕
府
の
役
人
あ
る
い

は
特
定
の
行
事
に
関
す
る
日
記
と
判
断
で
き
る
四
点
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

第
一
に
、
請
求
番
号
二
五
七
‐
〇
〇
四
四
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
三
冊
あ
る
。
こ
の
三
冊
は
、
①
文
化
一
二

年
（
一
八
一
五
）
三
月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
②
文
化
一
二
年
五
月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
③
文
化
一
二
年
六

月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
か
ら
な
る
。
①
に
つ
い
て
、
三
月
八
日
条
に
「
今
朝
上
野　
　

浚
明
院
様
御
霊
前　

御
名
代
相
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勤
候
ニ
付
、
六
ツ
御
太
鼓
ニ
而
出
宅
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
記
の
筆
者
は
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
名
代
と
し
て
、
上
野
寛
永

寺
に
あ
る
一
〇
代
将
軍
徳
川
家
治
の
霊
前
に
代
参
す
る
た
め
、
午
前
六
時
の
太
鼓
と
と
も
に
家
を
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
に
関

し
て
「
年
録
」26

同
日
条
を
み
る
と
、
家
治
の
霊
前
に
代
参
し
た
の
は
老
中
の
牧
野
備
前
守
忠
精
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
①
の
三
月

二
四
日
条
に
よ
る
と
、
筆
者
は
日
光
に
赴
く
に
あ
た
っ
て
家
斉
か
ら
伽
羅
を
手
渡
さ
れ
て
い
る
。「
年
録
」27

同
日
条
に
お
い
て
、
家

斉
か
ら
伽
羅
を
手
渡
さ
れ
た
幕
府
の
役
人
は
牧
野
の
み
で
あ
る
。

　

②
に
関
し
て
、
五
月
一
〇
日
条
に
「
今
朝
上
野　
　

常
憲
院
様
御
霊
前　
　

御
名
代
相
勤
候
ニ
付
、
六
ツ
御
太
鼓
ニ
而
出
宅
」
と

の
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
年
録
」28

同
日
条
に
「
今
朝
上
野　
　

常
憲
院
様　

御
霊
前
江
為　

御
名
代
牧
野
備
前
守
」
と
の
記
事

が
あ
る
。
両
記
事
か
ら
、
将
軍
家
斉
の
名
代
と
し
て
、
上
野
寛
永
寺
に
あ
る
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
霊
前
に
代
参
し
た
の
は
老
中
の

牧
野
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
③
の
六
月
六
日
条
に
「
自
分
領
分
新
潟
湊
往
還
人
馬
賃
銭
割
増
願
書
付
、
月
番
下
野
殿
へ

直
達
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
文
化
一
二
年
六
月
に
お
い
て
、
領
内
に
新
潟
港
を
持
つ
の
は
越
後
長
岡
藩
牧
野
家
の
当
主
で
あ
り
、
老

中
の
忠
精
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
①
か
ら
③
は
い
ず
れ
も
牧
野
の
老
中
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

第
二
に
、
請
求
番
号
一
六
五-

〇
〇
三
〇
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
三
冊
あ
る
。
こ
の
三
冊
は
、
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
四
月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
安
政
二
年
七
月
朔
日
か
ら
九
月
晦
日
ま
で
の
一
冊
、
安
政
六
年
正
月
朔
日
か

ら
晦
日
ま
で
の
一
冊
、
か
ら
な
る
。
安
政
二
年
の
二
冊
に
は
、
各
月
の
朔
日
条
の
前
に
老
中
を
始
め
月
番
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
各
日
条
に
は
、
そ
の
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
家
督
相
続
や
縁
組
の
申
し
渡
し
、
役
人
の
任
免
、
月
番
老
中
の
登
城
時
刻
と
退
出
時

刻
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
冊
と
も
、
江
戸
城
中
に
お
け
る
行
事
や
役
人
の
動
静
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
役
人
個
人

の
日
記
と
は
言
い
難
い
。
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一
方
、
安
政
六
年
の
日
記
は
各
日
条
に
お
い
て
、「
扣　

下
総
守
」
と
注
記
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
付
を
収
録
す
る
。
さ
ら
に
、

正
月
二
二
日
条
に
「
忰
安
房
守
御
座
間
江
被　

召
出
候
ニ
付
、
備
後
殿
ゟ
家
来
之
者
江
左
之
通
被
相
渡
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の

記
載
に
関
し
て
は
、
若
年
寄
の
「
手
留
」29

同
日
条
に
も
「
間
部
安
房
守
、
右　

召
出
有
之
」
と
あ
る
。
日
記
と
「
手
留
」
の
正
月

二
二
日
条
と
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
日
記
の
記
載
は
、
老
中
太
田
備
後
守
資
始
か
ら
同
役
間
部
下
総
守
詮
勝
の
家
来
に
、
詮
勝
の
忰

安
房
守
詮
実
を
江
戸
城
の
御
座
間
に
出
頭
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
、
と
な
る
。
そ
し
て
、
安
政
六
年
の
日
記
は
間
部
詮

勝
の
老
中
在
職
中
の
日
記
と
判
断
で
き
る
。

　

第
三
に
、
請
求
番
号
一
六
五
‐
〇
〇
八
五
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
一
冊
あ
る
。
こ
の
日
記
は
、
安
政
六
年
二
月
朔
日
か
ら
二
九

日
ま
で
を
収
録
す
る
。
二
月
四
日
条
に
「
遠
江
殿
廻
し
、
左
之
書
付
対
馬
殿
ゟ
受
取
持
帰
、
翌
日
持
出
但
馬
殿
江
廻
ス
」
と
あ
り
、

日
記
の
筆
者
は
、
若
年
寄
の
牧
野
遠
江
守
康
哉
の
回
し
た
書
付
を
若
年
寄
の
安
藤
対
馬
守
信
睦
か
ら
受
け
取
り
、
五
日
に
若
年
寄
の

遠
藤
但
馬
守
胤
統
に
回
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
事
は
若
年
寄
間
に
お
け
る
書
類
の
回
覧
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
記
事

を
他
の
日
で
も
確
認
で
き
る
。
筆
者
に
は
、
安
政
六
年
二
月
に
若
年
寄
在
職
中
で
あ
っ
た
本
多
越
中
守
忠
徳
・
酒
井
右
京
亮
忠
眦
・

稲
垣
長
門
守
太
知
の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
日
記
を
み
る
と
、
二
月
朔
日
条
に
「
不
快
同
篇
ニ
付
、
今
日
茂

登　

城
不
致
候
」
と
あ
る
。
筆
者
の
登
城
で
き
な
い
状
態
は
三
日
ま
で
続
き
、
四
日
か
ら
「
自
分
疝
痛
其
上
瀉
下
大
方
快
」
く
な
っ

た
の
で
登
城
し
た
。
筆
者
の
体
調
に
関
し
て
、「
年
録
」30

安
政
六
年
二
月
朔
日
条
に
「
本
多
越
中
守
今
日
も
登　

城
無
之
」
と
あ
り
、

本
多
が
登
城
を
再
開
し
た
の
は
四
日
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
記
は
本
多
の
若
年
寄
在
職
中
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

第
四
に
、
請
求
番
号
二
五
七
‐
〇
〇
〇
一
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
一
冊
あ
る
。
こ
の
日
記
の
表
紙
に
は
「
日
記
書
抜　

安
永
八

年
よ
り
天
明
元
年
迄
」
と
あ
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
一
〇
月
一
九
日
か
ら
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
四
月
一
九
日
ま
で
を
収
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録
す
る
。
日
記
に
は
、
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
と
光
格
天
皇
の
即
位
と
を
め
ぐ
る
幕
府
と
朝
廷
と
の
交
渉
、
お
よ
び
天
皇
の
崩
御
や
即

位
に
際
し
て
出
さ
れ
た
幕
府
の
法
令
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
一
方
で
、「
柳
営
日
次
記
」
な
ど
の
幕
府
の
日
記
類
に
み
ら
れ
る
、
月
ご

と
に
記
載
さ
れ
る
老
中
を
始
め
月
番
の
名
前
は
記
し
て
い
な
い
。
天
皇
の
崩
御
と
即
位
に
関
す
る
行
事
の
記
事
に
特
化
し
た
日
記
と

判
断
で
き
る
。

第
四
章　
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
分
類

　

こ
れ
ま
で
、
お
お
よ
そ
五
〇
〇
冊
あ
る
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
中
に
含
ま
れ
る
、
幕
府
の
役
人
個
人
が
記
し
た
日
記
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
は
、
従
来
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
と
い
う
表
題
に
よ
っ
て
一
括
り
に
さ
れ
、
同
様
の
性
格
を
有
す

る
日
記
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
の
中
か
ら
、
性
格
の
異
な
る
日
記
を
一
冊
ず
つ
抽
出
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
一

方
で
、
五
〇
〇
冊
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
性
格
を
有
す
る
日
記
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
基
準
を
も
っ
て
分
類
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
本
章
で
は
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
表
紙
と
内
題
と
に
着
目
し
、
分
類
し
て
一
括
り
に
で
き
る
日
記
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
請
求
番
号
二
二
〇
‐
〇
三
四
二
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
に
関
し
て
は
、
①
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
正
月
元
日
か
ら
二
五

日
ま
で
、
お
よ
び
六
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
を
収
録
し
た
一
冊
、
②
寛
永
九
年
七
月
一
日
か
ら
二
九
日
ま
で
を
収
録
し
た
一
冊
、
③

寛
永
二
〇
年
七
月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
を
収
録
し
た
一
冊
、
の
合
計
三
冊
か
ら
な
る
。
各
冊
の
表
紙
を
み
る
と
、
①
が
「
日
記　

一
」、
②
が
「
日
記　

二
」、
③
が
「
日
記　

三
」、
で
あ
る
。
内
題
に
関
し
て
は
、
①
に
（
抹
消
）「
鈴
木
」・「
紙
員
百
七
枚
」、
②

に
（
抹
消
）「
鈴
木
」・「
紙
員
八
十
枚
」、
③
に
「
柘
植
」・「
紙
員
百
十
七
枚
」、
と
あ
る
。
①
・
②
の
墨
で
名
前
を
消
さ
れ
て
い
る
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鈴
木
に
つ
い
て

31

、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
「
武
鑑
」32

に
お
い
て
確
認
で
き
る
表
右
筆

の
鈴
木
八
右
衛
門
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
同
じ
く
③
の
柘
植
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
「
武
鑑
」33

に
お
い
て
確
認
で
き
る
表
右
筆
の
柘
植
平
太
郎
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
①
か
ら
③
の
紙
員
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
と
柘
植
が
そ
れ
ぞ

れ
筆
写
し
た
枚
数
を
示
し
て
い
る
。

　

表
右
筆
に
よ
る
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
筆
写
は
、
幕
府
の
政
策
と
し
て
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
か
ら
開
始
さ
れ
、
以
後
、
天
保

一
五
年
（
一
八
四
四
）
か
ら
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
か
け
て
、
安
政
か
ら
慶
応
（
一
八
五
四
～
六
八
）
に
か
け
て
、
断
続
し
て

お
こ
な
わ
れ
た

34

。
①
か
ら
③
は
、
文
久
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
に
筆
写
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
江
戸
幕
府
日
記
」
を
一
覧
す
る
と
、
請
求
番
号
二
二
〇
‐
〇
三
四
一
の
一
冊
、
同
二
五
七
‐
〇
〇
一
六
の
一
冊
、
同
一

六
五
‐
〇
〇
〇
七
の
一
冊
、
の
合
計
三
冊
が
表
紙
を
「
日
記　

四
」
と
す
る
。
各
冊
が
収
録
す
る
期
間
を
み
る
と
、
上
か
ら
明
暦
四

年
（
一
六
五
八
）
正
月
朔
日
か
ら
三
月
晦
日
ま
で
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
六
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
七
月
朔
日
か
ら
八
月
晦
日
ま
で
、
と
な
る
。
上
記
の
三
冊
の
う
ち
、
ど
れ
が
③
の
「
日
記　

三
」
に
続
く
「
日
記　

四
」
に
あ

た
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
六
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
を
収
録
す
る
請
求
番
号
二
五
七
‐
〇

〇
一
七
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
内
題
に
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
。

寛
永
正
・
六
・
七
、
二
十
年
七
月
、
正
徳
三
年
六
月
、
享
保
二
年
五
・
六
、
六
年
六
月
、
七
年
十
月
、
八
年
八
・
九
、
九
年
閏

四
・
四
・
六
、
十
年
六
月
、
十
五
年
十
月
至
十
二
月
、
元
文
三
年
五
月
、
四
年
正
・
二
・
十
月
、
五
年
閏
七
月
、
寛
保
二
年
九

月
、
三
年
十
月
、
延
享
元
年
七
月
、
四
年
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
、
安
永
九
年
六
月
、
天
明
元
年
三
月
・
閏
五
月
・
五
月
、

四
年
十
二
月
、
七
年
八
月
、
寛
政
二
年
正
月
、
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右
の
年
月
を
羅
列
し
た
記
載
に
関
し
て
、
寛
永
正
・
六
は
、
寛
永
九
年
正
月
お
よ
び
六
月
の
記
事
を
収
録
す
る
前
掲
①
の
「
江
戸

幕
府
日
記
」
の
こ
と
を
指
す
。
七
は
、
同
年
七
月
の
記
事
を
収
録
す
る
前
掲
②
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
こ
と
を
指
し
、
二
十
年
七

月
は
、
同
二
〇
年
七
月
の
記
事
を
収
録
す
る
前
掲
③
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、

請
求
番
号
二
五
七
‐
〇
〇
一
六
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
が
正
徳
三
年
六
月
に
該
当
し
、
③
に
続
く
「
日
記　

四
」
に
な
る
。

　

表
３
は
、
年
月
を
羅
列
し
た
記
載
と
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
表
紙
・
内
題
と
を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
記

載
さ
れ
る
年
月
と
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
冊
数
お
よ
び
収
録
さ
れ
る
年
代
と
が
一
致
す
る
。
表
右
筆
の
項
目
に
記
さ
れ
る
人
名
は
、

文
久
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
「
武
鑑
」
に
お
い
て
確
認
で
き
る
、
鈴
木
八
右
衛
門
・
柘
植
平
太
郎
・
本
多
伝
一
郎
・
菊
池
宗
左

衛
門
・
人
見
鎌
三
郎
・
水
谷
三
千
次
郎
・
橋
本
忠
左
衛
門
・
長
谷
川
五
左
衛
門
・
中
神
主
一
郎
・
松
岡
鋭
次
郎
の
一
〇
名
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
表
紙
や
内
題
に
「
日
記　

一
」
か
ら
「
日
記　

三
十
五
」
ま
で
の
表
題
を
付
け
ら
れ
た
三
五
冊
の
「
江

戸
幕
府
日
記
」
は
、
文
久
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
期
間
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
括
り
に
で
き
る
。

　

次
に
、
請
求
番
号
二
五
七
‐
〇
〇
四
五
・
〇
〇
四
六
・
〇
〇
四
九
の
各
「
江
戸
幕
府
日
記
」
は
、
表
紙
に
「
編
集
日
記
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
〇
〇
四
五
は
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
正
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
の
一
冊
、
同
年
一
二
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
の

一
冊
、
の
合
計
二
冊
か
ら
な
る
。
〇
〇
四
六
は
文
化
二
年
一
一
月
朔
日
か
ら
晦
日
ま
で
の
一
冊
で
あ
る
。
〇
〇
四
九
は
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
閏
正
月
朔
日
か
ら
二
月
晦
日
ま
で
の
一
冊
、
同
年
三
月
朔
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
同
年
四
月
朔
日
か
ら
二
九

日
ま
で
の
一
冊
、
同
年
五
月
朔
日
か
ら
六
月
二
九
日
ま
で
の
一
冊
、
の
合
計
四
冊
か
ら
な
る
。
以
上
の
七
冊
に
は
、
い
ず
れ
も
朔
日

の
日
付
の
下
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

〇
〇
四
五　
「
調　

神
沼
左
太
郎
」
ま
た
は
「
調　

清
水
五
郎
左
衛
門
」
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表３　「江戸幕府日記」一覧
記載 表紙・内題 収録年代 表右筆 紙員 請求番号年 月

 寛永  正・六  日記　一  寛永   9 年  正月・6 月  鈴木 107  220-0342
 〃  七  日記　二  寛永   9 年    7 月  〃 80  〃
 寛永二十  七  日記　三  寛永 20 年    7 月  柘植 117  〃
 正徳三  六  日記　四  正徳   3 年    6 月  〃 122  257-0016
 享保二  五  日記　五  享保   2 年    5 月  257-0017
 〃  六  日記　六  享保   2 年    6 月  柘植  〃
 享保六  六  日記　七  享保   6 年    6 月  本多 170  〃
 享保七  十  日記　八  享保   7 年   10 月  菊池  〃
 享保八  八  日記　九  享保   8 年    8 月 95  〃
 〃  九  日記　十  享保   8 年    9 月  人見 111  〃
 享保九  四  日記　十一  享保   9 年    4 月  菊池  〃
 〃  閏四  日記　十二  享保   9 年閏 4 月  〃  〃
 〃  六  日記　十三  享保   9 年    6 月  〃
 享保十  六  日記　十四  享保 10 年    6 月  ‐ 126  〃
 享保十五  十  日記　十五  享保 15 年   10 月  本多 129  〃
 〃  十一  日記　十六  享保 15 年   11 月  〃 120  〃
 〃  十二  日記　十七  享保 15 年   12 月  〃 199  〃
 元文三  五  日記　十八  元文   3 年    5 月  柘植 136  257-0021
 元文四  正  日記　十九  元文   4 年    正月  水谷 170  〃
 〃  二  日記　二十  元文   4 年    2 月  〃 122  〃
 〃  十  日記　二十一  元文   4 年  10 月  〃 120  〃
 元文五  閏七  日記　二十二  元文   5 年閏 7 月  橋本 81  〃
 寛保二  九  日記　二十三  寛保   2 年    9 月  水谷 120  257-0024
 寛保三  十  日記　二十四  寛保   3 年  10 月  〃 87  〃
 延享元  七  日記　二十五  延享元年     7 月  〃 105  257-0026
 延享四  十  日記　二十六  延享   4 年  10 月  長谷川 86  〃
 〃  十一  日記　二十七  延享   4 年  11 月  〃 88  〃
 〃  十二  日記　二十八  延享   4 年  12 月  〃 156  〃
 安永九  六  日記　二十九  安永   9 年    6 月 ‐  257-0033
 天明元  三  日記　三十  天明元年      3 月  中神 114  257-0036
 〃  五  日記　三十一  天明元年      5 月  柘植 135  〃
 〃  閏五  日記　三十二  天明元年   閏 5 月  〃 125  〃
 天明四  十二  日記　三十三  天明   4 年  12 月  水谷 193  〃
 天明七  八  日記　三十四  天明   7 年    8 月 131  〃
 寛政二  正  日記　三十五  寛政   2 年   正月  松岡 198  257-0038

 空欄は史料に記載のないことを示している。
 ‐ は抹消されていて判読できないことを示している。
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〇
〇
四
六　
「
調　

神
沼
左
太
郎
」

　
　

〇
〇
四
九　
「
調　

神
沼
左
太
郎
」
ま
た
は
「
調　

奈
佐
鑛
之
進
」

　

右
の
記
載
に
関
し
て
、
神
沼
左
太
郎
は
文
政
一
二
年
の
「
武
鑑
」35

で
表
右
筆
と
し
て
確
認
で
き
、
嘉
永
元
年
一
二
月
一
二
日
に

表
右
筆
か
ら
表
右
筆
組
頭
に
昇
任
し
た

36

。
清
水
五
郎
左
衛
門
は
嘉
永
二
年
一
〇
月
晦
日
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
一
月
晦

日
ま
で
表
右
筆
に
在
職
し

37

、
奈
佐
鑛
之
進
は
嘉
永
二
年
一
〇
月
晦
日
か
ら
文
久
二
年
一二
月
一
九
日
ま
で
表
右
筆
に
在
職
し
た

38

。

神
沼
・
清
水
・
奈
佐
の
三
名
は
、
七
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
期
間
の
後
に
表
右
筆
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
表
紙
に

「
編
集
日
記
」
と
あ
る
七
冊
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
は
、
後
に
神
沼
ら
に
よ
っ
て
編
集
（「
調
」）
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
括
り
に
で

き
る

39

。お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
、
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
「
江
戸
幕
府
日
記
」
と
総
称
さ
れ
る
お
お
よ
そ
五
〇
〇
冊
の
日
記
の
中
か
ら
幕
府
の
役
人

個
人
の
日
記
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、「
同
日
記
」
の
表
紙
と
内
題
と
に
着
目
し
て
そ
の
分
類
を
試
み
た
。
各
章
で
明
ら
か
に
し
た

こ
と
を
小
括
し
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
る
こ
と
で
結
び
に
代
え
た
い
。

　

ま
ず
、
一
六
五
‐
〇
〇
八
四
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
七
冊
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
幕
府
の
要
職
を

歴
任
し
た
大
沢
秉
哲
の
日
記
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
七
冊
の
内
訳
は
、
西
丸
目
付
在
職
中
の
も
の
が
二
冊
、
目
付
在
職
中

の
も
の
が
二
冊
、
一
橋
家
家
老
在
職
中
の
も
の
が
一
冊
、
大
目
付
在
職
中
の
も
の
が
一
冊
、
留
守
居
在
職
中
の
も
の
が
一
冊
、
で
あ
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る
。
こ
の
七
冊
の
日
記
と
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
既
知
の
大
沢
の
日
記
と
を
あ
わ
せ
て
分
析
す
れ
ば
、
大
沢
と
い
う
存
在
を

通
じ
て
幕
末
期
の
幕
府
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
二
五
七
‐
〇
〇
四
四
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
三
冊
は
、
い
ず
れ
も
牧
野
備
前
守
忠
精
の
老

中
在
職
中
の
日
記
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
六
五-

〇
〇
三
〇
の
請
求
番
号
で
一
括
り
に
さ
れ
た
「
江
戸
幕
府

日
記
」
三
冊
の
う
ち
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
日
記
一
冊
に
関
し
て
は
、
間
部
下
総
守
詮
勝
の
老
中
在
職
中
の
日
記
で
あ
る
こ

と
を
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に
、
請
求
番
号
一
六
五
‐
〇
〇
八
五
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
に
つ
い
て
、
本
多
忠
徳
の
若
年
寄
在
職
中
の

日
記
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
他
、
請
求
番
号
二
五
七-

〇
〇
〇
一
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
分
析
を
通
じ
て
、「
同

日
記
」
の
中
に
は
特
定
の
行
事
に
関
す
る
記
事
に
特
化
し
た
日
記
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
日
記
の
表
紙
と
内
題
と
に
着
目
し
、
三
五
冊
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
か
ら
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
期
間
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
括
り
に
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
か
ら
同
一
〇
年
三
月
に
至
る
請
求
番
号
二
五
七
‐
〇
〇
五
一
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
一

三
冊
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
内
題
に
日
記
を
編
集
し
た
表
右
筆
の
名
前
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
記
を
「
校
合
」・「
読
合
」（
あ
る
い

は
ど
ち
ら
か
一
方
）
し
た
日
付
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
天
保
一
一
年
正
月
か
ら
同
一
三
年
一
一
月
に
至
る
請
求
番
号
二
五
七

-

〇
〇
五
二
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
一
三
冊
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
内
題
に
「
日
記
下
書
」
と
あ
る
。
そ
の
う
ち
五
冊
に
は
、
他
の

史
料
と
「
突
合
」
し
た
旨
や
そ
れ
を
担
当
し
た
坊
主
の
名
前
な
ど
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
情
報
を
総
合
し
、「
江
戸
幕
府
日

記
」
の
下
書
か
ら
清
書
に
至
る
過
程
を
復
元
す
る
こ
と
を
、
次
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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注1　

主
要
な
研
究
と
し
て
、
美
和
信
夫
『
江
戸
幕
府
職
制
の
基
礎
的
研
究
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

2�　

主
要
な
研
究
と
し
て
、
松
平
太
郎
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
上
巻
（
武
家
制
度
研
究
会
、
一
九
一
九
年
）、
児
玉
幸
多
先
生

古
稀
記
念
会
編
『
幕
府
制
度
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

3�　

主
要
な
研
究
と
し
て
、
藤
井
讓
治
『
江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、
小
池
進
『
江
戸
幕

府
直
轄
軍
団
の
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

4　

山
本
英
貴
『
江
戸
幕
府
大
目
付
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

5　

吉
川
紗
里
矢
『
江
戸
幕
府
の
役
職
就
任
と
文
書
管
理
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
二
年
）。

6　

福
井
保
「
江
戸
幕
府
日
記
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。

7�　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
〇
一
〇
〇
。
こ
れ
以
降
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
を
引
用
す
る

場
合
、
史
料
名
と
請
求
番
号
を
記
載
す
る
。

8　

請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
一
一
〇
〇
。

9　

請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
二
一
〇
〇
。

10　

請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
三
一
〇
〇
。

11　

請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
四
一
〇
〇
。

12　

請
求
番
号
は
誌
〇
〇
一
〇
五
一
〇
〇
。

13　

請
求
番
号
は
四
冊
す
べ
て
一
六
五-

〇
〇
八
二
。
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14　

請
求
番
号
は
二
冊
と
も
に
一
八
一-

〇
〇
二
六
。

15�　

小
稿
で
は
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
旧
漢
字
を
常
用
漢
字
に
直
し
、
読
点
も
史
料
の
解
釈
上
、
山
本
英
貴
が
付
け
て
い
る
。
欠

字
は
一
字
空
け
、
平
出
は
二
字
空
け
と
す
る
。

16　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
年
録
」
四
九
〇
（
請
求
番
号
は
八
三
三-

一
）。

17　

前
掲
注
（
14
）「
御
目
付
衆
大
沢
仁
十
郎
秉
哲
手
留　

弘
化
四
年
八
～
一
二
月
」。

18�　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
佐
伯
市
立
図
書
館
で
お
こ
な
っ
た
佐
伯
毛
利
藩
政
史
料
の
調
査
の
成
果

と
し
て
史
料
の
翻
刻
を
公
表
し
て
い
る
。
翻
刻
さ
れ
た
「
御
用
日
記
」
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
一
〇
日
条
に
よ
る
と
、
長

崎
奉
行
を
務
め
る
大
沢
秉
哲
の
用
人
と
し
て
一
木
辰
右
衛
門
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
次
のU

RL

は
二
〇
二
五
年
三
月
二
一
日

に
閲
覧
し
た
。

　

https://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/publication/syoho/36/saiho_O
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A
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19　

請
求
番
号
は
一
六
六-

〇
〇
二
三
。

20�　

請
求
番
号
は
一
八
一-

〇
〇
二
七
。
な
お
、
同
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
の
記
事
を
収

録
す
る
「
手
留
」
に
つ
い
て
は
、
奥
右
筆
組
頭
の
早
川
庄
次
郎
の
作
成
し
た
一
冊
と
同
役
の
樋
口
喜
左
衛
門
の
作
成
し
た
一
冊
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
早
川
の
手
留
に
は
九
月
の
記
事
が
な
い
た
め
、
樋
口
の
手
留
を
引
用
し
た
。

21�　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料　

柳
営
補
任
』
二
、
二
六
～
二
七
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
四
刷
、
二
〇
一

三
年
）。

22　
「
手
留　

文
久
三
年
六
月
～
十
二
月　

久
右
衛
門
」（
請
求
番
号
は
一
八
一-
〇
〇
二
七
）。
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23　

近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
一
七
巻
、
四
五
八
頁
、
一
六
四
六
二
号
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。

24　

辻
達
也
編
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』
四
九
七
頁
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
三
年
）。

25　

黒
板
勝
美
編
『
続
徳
川
実
紀
』
第
三
篇
、
八
〇
一
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）。

26　

前
掲
注
（
16
）「
年
録
」
三
九
三
。

27　

前
掲
注
（
16
）「
年
録
」
三
九
三
。

28　

前
掲
注
（
16
）「
年
録
」
三
九
四
。

29　
「
手
留　

安
政
六
年
一
月　

若
年
寄
」（
請
求
番
号
は
一
八
一-

〇
〇
二
七
）。

30　

前
掲
注
（
16
）「
年
録
」
五
三
一
。

31�　

鈴
木
の
名
前
が
墨
で
消
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
鈴
木
が
妻
子
を
残
し
て
出
奔
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る

（
小
宮
木
代
良
「
書
写
す
る
人
び
と
」、『
本
郷
』
第
六
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

32�　

深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
第
三
四
巻-

四
九
頁
・
四
一
五
頁
、
第
三
五
巻
‐
一
四
八

頁
・
三
四
〇
頁
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
）。

33�　

前
掲
注
（
32
）
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
第
三
二
巻
‐
四
六
頁
・
二
二
八
頁
・
四
〇
六

頁
、
第
三
三
巻
‐
一
四
三
頁
・
三
一
七
頁
・
四
一
五
頁
、
第
三
四
巻-

五
〇
頁
・
四
一
五
頁
、
第
三
五
巻-

一
四
八
頁
・
三
四
〇

頁
。

34�　

幕
府
に
よ
る
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
複
本
作
成
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
６
）
福
井
保
「
江
戸
幕
府
日
記
」、
小
宮
木
代
良

『
江
戸
幕
府
の
日
記
と
儀
礼
史
料
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
前
掲
注
（
31
）
小
宮
木
代
良
「
書
写
す
る
人
び
と
」、
小
宮
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木
代
良
「
江
戸
幕
府
右
筆
所
日
記
に
つ
い
て
」（
佐
藤
孝
之
・
三
村
昌
司
編
『
近
世
・
近
現
代　

文
書
の
保
存
・
管
理
の
歴
史
』

収
録
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
前
掲
注
（
４
）
山
本
英
貴
『
江
戸
幕
府
大
目
付
の
研
究
』、
山
本
英
貴
「「
江
戸
幕
府
日
記
」

―
日
記
方
の
表
右
筆
と
日
記
掛
―
」（
福
田
千
鶴
・
藤
實
久
美
子
編
『
近
世
日
記
の
世
界
（
史
料
で
読
み
解
く
日
本
史
四
）』
収

録
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

35　

深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
第
二
四
巻
、
四
二
頁
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
）。

36　

前
掲
注
（
16
）「
年
録
」
四
九
九
。

37　

熊
井
保
編
『
改
訂
新
版
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
全
一
巻
、
五
三
五
頁
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
）。

38　

前
掲
注
（
37
）
熊
井
保
編
『
改
訂
新
版
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
全
一
巻
、
七
七
七
頁
。

39�　

請
求
番
号
二
五
七-

〇
〇
四
六
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
内
題
に
、「
紙
数
百
九
枚
」・「
宇
多
壽
次
郎
」・「
文
化
二
乙
丑
年　

編
集　

十
一
月
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
宇
多
壽
次
郎
に
関
し
て
、
嘉
永
二
年
七
月
一
二
日
に
表
右
筆
に
任
じ
ら
れ
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
ま
で
表
右
筆
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
が
「
武
鑑
」
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」

は
、
表
右
筆
の
神
沼
左
太
郎
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
そ
の
後
、
表
右
筆
の
宇
多
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
日
記
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
他
の
「
編
集
日
記
」
と
は
性
格
の
異
な
る
一
面
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
宇
多
の
表
右
筆
の
在

職
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
37
）
熊
井
保
編
『
改
訂
新
版
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
全
一
巻
・
一
七
九
頁
、
前
掲
注
（
32
）
深

井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
第
三
五
巻
・
三
四
〇
頁
を
参
照
し
た
。

［
付
記
］
小
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
（
課
題
番
号
：
二
二
Ｋ
〇
〇
八
八
〇
）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。




